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大
正
十
三
年
（
１
９
２
４
年
）
に

苫
前
町
字
香
川
の
畑
作
地
か
ら
発
見

さ
れ
た
「
須
恵
器
」
が
、
今
年
一
月

に
、
町
文
化
財
専
門
委
員
会
の
答
申

を
受
け
て
、
苫
前
町
教
育
委
員
会

（
竹
内
勝
教
育
長
）
が
、
町
有
形
文
化

財
の
第
二
号
に
指
定
し
た
。

町
教
委
に
よ
る
と
、「
須
恵
器
は
、

青
灰
色
で
硬
く
、
窯
で
焼
き
上
げ
ら

れ
た
土
器
。
野
焼
き
で
作
ら
れ
て
い

た
同
時
期
の
土
器
と
は
ま
っ
た
く
違

う
技
術
で
製
作
さ
れ
た
も
の
。
ま
た
、

本
州
か
ら
北
海
道
へ
の
交
易
品
に
は
、

第
一
に
鉄
製
品
、
第
二
に
須
恵
器
が

上
げ
ら
れ
る
」
と
言
う
。

須
恵
器
の
所
有
者
は
、
豊
国
寺
住

職
の
竹
橋
隆
至
さ
ん
（
字
苫
前
）
で
、

発
見
当
時
に
竹
橋
さ
ん
の
祖
父
が
発

見
者
か
ら
買
い
取
っ
た
と
言
う
。

現
在
こ
の
「
須
恵
器
」
は
、
町
考

古
資
料
館
に
保
管
・
展
示
さ
れ
て
い

る
。
北
海
道
開
拓
記
念
館
の
鑑
定
結

果
に
よ
る
と
、
完
全
な
形
状
の
ま
ま

残
さ
れ
て
い
る
「
須
恵
器
」
と
し
て

は
、
日
本
最
北
の
も
の
で
あ
る
と
い

う
。大

き
さ
は
、
口
径
21
・
６
セ
ン
チ
、

高
さ
54
・
３
セ
ン
チ
、
胴
部
最
大
径

44
・
２
セ
ン
チ
。
道
開
拓
記
念
館
に

よ
る
と
、「
く
び
れ
部
分
に
特
徴
あ
る

２
本
の
縦
線
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
青

森
県
五
所
川
原
窯
跡
群
で
生
産
さ
れ

た
も
の
。
古
代
か
ら
古
丹
別
川
の
河

口
域
は
重
要
な
交
流
・
交
易
の
拠
点

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
」
と
説
明
。

「
お
そ
ら
く
古
丹
別
側
の
河
口
域
に
貴

重
な
酒
を
運
ぶ
た
め
に
使
わ
れ
た
も

の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
。

道
内
で
は
２
２
０
箇
所
の
遺
跡
で

須
恵
器
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

伊
藤
通
康
町
郷
土
資
料
館
・
考
古

資
料
館
長
は
「
是
非
、
考
古
資
料
館

に
、
こ
の
町
有
形
文
化
財
の
須
恵
器

を
見
に
来
て
ほ
し
い
。
当
町
の
歴
史

に
つ
い
て
、
関
心
が
高
ま
る
き
っ
か

け
に
な
る
と
う
れ
し
い
。
こ
れ
か
ら

も
資
料
館
の
内
外
に
あ
る
貴
重
な
資

料
の
再
評
価
作
業
を
進
め
た
い
」
と

話
し
て
い
た
。

当
町
の
北
海
道
遺
産
に
は
、
留
萌

ニ
シ
ン
街
道
岡
田
家
、
道
指
定
有
形

文
化
財
に
は
、
木
造
十
一
面
観
音
立

像
、
町
有
形
文
化
財
第
一
号
は
「
修し

ゅ

羅ら

」（
原
木
を
運
ぶ
大
型
の
木
ゾ
リ
）、

町
無
形
文
化
財
一
号
と
し
て
は
、「
苫

前
く
ま
獅
子
舞
」
が
あ
る
。

な
お
、
今
年
の
郷
土
資
料
館
・
考

古
資
料
館
の
開
館
は
、
五
月
一
日
を

予
定
し
て
い
る
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
公
民
館
内

社
会
教
育
課
ま
で

電
話
　
六
五
〜
四
〇
七
六

苫前町考古資料館に展示されている完全形状型の大型須恵器

苫前町有形文化財第２号に指定

1924年（大正13年）に香川地区で農
作業中に発見された須恵器。北海道開
拓記念館鑑定の結果、日本最北の完全
形状型の須恵器と判明。
古丹別川の河口域が交流・交易の拠点
であった!?

北 海 道 遺 産：留萌ニシン街道岡田家
北海道指定有形文化財：木造十一面観音立像
町有形文化財第１号：修羅
町有形文化財第２号：須恵器
町無形文化財第１号：苫前くま獅子舞

須恵器
す え き

苫
前
町
無
形
文
化
財
第
一
号
の
「
苫
前
く
ま
獅

子
舞
」
写
真
は
、
九
十
回
忌
法
要
時
の
く
ま
獅

子
少
年
団
の
舞

苫
前
町
有
形
文
化
財
第
一
号
の
「
修
羅
」
重
い

原
木
材
等
を
運
搬
す
る
た
め
に
活
用
し
た
大
型

の
そ
り
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▼親子の部
最赤坂真己･真鈴①蓮見尚子･侑梨愛②久保孝･慧太郎
③坂川明美･晃寛④加賀谷由美子･柊次⑤安田友男･颯太

▼小学校１･２年生の部
最青柳沙弥香①高田健寛②木原潮音③加藤亜美
④西谷美憂⑤岩田来千

▼小学校３･４年生の部
最小林太郎①田中稜太②本田脩陽③高田里帆
④加藤明日香⑤旭一向

▼小学校５･６年生の部
最澤田凌①青柳康平②鈴木雅史③中村春佳④千田大貴
⑤鈴木理久

▼中学生の部
最瀬川知未①岡田里菜②鈴木祐馬③鈴木裕貴

▼大凧の部
最猪股石油店①小野漁業部
②苫前地域マリンビジョン協議会③無限樹

▼高校、一般の部大凧の部
最青柳静子①米谷日登美②飯沢明也③運上和子

▼連凧の部
最苫小連凧クラブ①古丹別スキー少年団②苫小６年C
③苫小６年B

▼特別賞
本田環、愛珠（親子の部）

大　会　入　賞　者

苫
前
北
斗
の
金
準
優
勝
　
苫
前
北
斗
の
松
１
位

第
三
十
七
回
留
萌
支
庁
長
旗
争
奪
管
内
か
る
た
大
会

2月24四（日）午前9時からとままえ温泉ふわっとで、35年
の歴史を刻む「第16回北海道凧あげ大会兼第35回苫前町凧あ
げ大会」（同凧あげ大会実行委員会主催）が行われた。
今年は、約350人、166基の自慢の凧が北風に負けじと大空
を舞った。
開会式前には、苫前建設協会（渡部一男会長）と今年40周
年を迎える苫前町商工会青年部（千葉勇一部長）から、凧あ
げ大会実行委員会へ寄付金が贈呈された。
開会式で、森利男大会長は「今年は、北海道サミットも開
催されます。当町は、環境に優しい、風車のまち、風のまち
でもあります。今日一日、伝統ある凧あげ大会を思う存分楽
しんで下さい」とあいさつ。竹橋隆至実行委員長も、「歴史あ
る凧あげ大会を楽しんで下さい」とあいさつ。
当日は、北からの冷たい強風が吹きつけ、親子の部や小学
校の部の凧が壊れるなど修復に苦労する親子が続出したが、
北風にも、寒さにもに負けず、何度も挑戦する選手の姿が見
られた。
また、今年も６年連続となる三重県桑名市長島から、中川
慧明さん、初出場となる太田安雄さんも参加、北海道苫前町
の冬の名物大会を心ゆくまで楽しんでいた。
アトラクションは、道内屈指の親子太鼓「札幌打団」が連
打の舞を見せ、来場者を魅了した。また、飛び入りで、青木
幸隆（字古丹別）さんと交流のある作詞家のいとう龍さんが
作詞した「風かおるまち苫前」「ロマンチックロード」なども
紹介され、歌手のいずみ恵子さんと青木さんのデュエットも
披露された。
特産品販売コーナーの名物なめたがれいは、朝８時から行
列ができる賑わい。また、無料のホタテの味噌汁も人気を集
め、商工会女性部のホタテご飯や農協女性部のベコ餅、鬼鹿
更生園のパンなども飛ぶように売れていた。その他、町内の
水産会社の魚介類や陶芸品など数々の特産品が、低価格で販
売され、ふわっと周辺は、約2,000人の来場者で賑わった。

大空に舞う凧・35年の歴史

二
月
十
日
（
日
）
町
公
民
館
に
て
、

留
萌
管
内
か
る
た
連
合
会
（
見
原
健

児
会
長
）
主
催
の
「
第
三
十
七
回
留

萌
支
庁
長
旗
争
奪
管
内
か
る
た
大
会
」

が
、
二
十
一
チ
ー
ム
の
古
豪
、
強
豪

が
参
加
の
も
と
行
わ
れ
た
。

当
町
か
ら
は
、
Ａ
級
の
苫
前
北
斗

の
金
（
50
歳
以
上：

渡
辺
達
也
、
桧

森
光
幸
、
田
沢
收
）
一
チ
ー
ム
、
Ｂ

級
の
苫
前
北
斗
の
松
（
蟻
戸
敏
央
、

白
府
正
志
、
前
田
玲
）
苫
前
北
斗
の

竹
　
（
渡
辺
育
史
、
桧
森
隼
人
、
西

大
志
）
の
二
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
。

開
会
式
で
苫
前
北
斗
の
松
の
蟻
戸

敏
央
さ
ん
が
「
正
々
堂
々
と
戦
い
ま

す
」
と
元
気
よ
く
選
手
宣
誓
を
行
い
、

さ
っ
そ
く
抽
選
で
対
戦
相
手
を
決
定
。

小
倉
百
人
一
首
の
下
の
句
が
詠
ま
れ

る
ご
と
に
、
熱
い
ま
な
ざ
し
と
熱
気

あ
ふ
れ
る
な
か
、
木
札
の
争
奪
戦
が

続
い
た
。

Ａ
級
の
優
勝
は
、
留
萌
黒
潮
。
準

優
勝
に
苫
前
北
斗
の
金
。
一
位
に
初

山
別
北
海
。
Ｂ
級
の
優
勝
は
、
天
塩

天
龍
の
竹
、
準
優
勝
に
留
萌
黒
潮
の

虎
、
一
位
に
苫
前
北
斗
の
松
が
入
賞

し
た
。

選
手
宣
誓
を
行
う
苫
前
北
斗
の
松
、
蟻
戸
さ
ん

集
中
力
を
高
め
る
、

苫
前
北
斗
の
金
チ
ー
ム
（
左
側
）

元
気
に
選
手
宣
誓
を
行
う

清
水
陸
く
ん
と
加
藤
く
る
み
さ
ん
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二
月
十
八
日
（
月
）
午
後
六
時
よ

り
町
公
民
館
に
て
、
苫
前
町
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
検
討
委
員
会
の
会
議

が
開
催
さ
れ
た
。

平
成
十
七
年
十
月
一
日
よ
り
施
行

さ
れ
て
い
る
同
条
例
の
見
直
し
を
検

討
す
る
も
の
。

一
月
中
旬
か
ら
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
町
内
回
覧
で
委
員
を
公
募
し
た

ほ
か
、
町
内
の
産
業
団
体
等
か
ら
推

薦
を
受
け
た
町
民
及
び
町
長
が
指
名

す
る
町
職
員
な
ど
十
五
人
が
委
員
に

委
嘱
さ
れ
た
。

当
日
は
、
森
町
長
が
出
張
中
の
た

め
、
齊
藤
副
町
長
か
ら
各
委
員
に
委

嘱
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

最
初
に
、
庶
務
を
担
当
す
る
企
画

振
興
課
平
井
幸
喜
課
長
よ
り
会
議
の

趣
旨
説
明
と
し
て
、「
苫
前
町
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
検
討
委
員
会
設
置
要

綱
（
案
）」
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
た
。

ま
た
、
全
国
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
設
置
市
町
村
の
リ
ス
ト
を
提
示
し

た
ほ
か
、
道
内
の
十
七
市
町
村
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
回
答
結
果

等
を
資
料
と
し
て
提
出
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
、「
自
治
基
本

条
例
の
制
定
後
、
改
善
点
な
ど
あ
り

ま
し
た
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、

十
三
市
町
村
が
、「
改
善
す
る
必
要
は

当
面
な
い
」
と
の
回
答
結
果
に
な
っ

て
い
た
。

今
後
は
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

が
、
苫
前
町
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で

あ
り
続
け
て
い
る
か
、
ど
う
か
な
ど

に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
検
討
し
、

本
町
に
ふ
さ
わ
し
い
基
本
条
例
を
町

長
に
提
言
す
る
予
定
で
あ
る
。

○
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員

（
敬
称
、
役
職
省
略
）

委
員
長
　
工
藤
博
朋

副
委
員
長

松
岡
満
雄

委
　
員
　
阿
部
俊
一
、
青
木
幸
隆

小
田
雅
彦
、
小
野
善
市

菊
地
　
暢
、
山
本
啓
一

丹
羽
正
己
、
渡
部
一
男
　
　

大
矢
根
勝
代
、
早
川
日
出
利

森
利
男
、
山
田
裕
一

平
井
幸
喜

齊藤副町長より委嘱状が手渡された

苫
前
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
検
討
委
員
へ
委
嘱
状
交
付

委
員
長
に
工
藤
博
朋
さ
ん
（
苫
前
）

副
委
員
長
に
松
岡
満
雄
さ
ん
（
古
丹
別
）

二
月
十
九
日
、
留
萌
町
村
会
の
横

濱
磨
会
長
（
小
平
町
長
）
が
役
場
町

長
室
を
訪
れ
、
森
町
長
に
平
成
十
九

年
度
の
全
国
町
村
会
優
良
町
村
表
彰

の
伝
達
式
を
行
っ
た
。

こ
れ
は
、
当
町
が
平
成
十
九
年
度

の
優
良
町
村
候
補
団
体
と
し
て
推
薦

さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
去
る
、
一
月

三
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
、
全
国
町

村
会
定
期
総
会
に
て
、
正
式
に
決
定

さ
れ
た
。
全
国
で
五
十
一
町
村
が
表

彰
さ
れ
て
い
る
。

森
町
長
は
「
当
町
が
表
彰
さ
れ
う

れ
し
い
。
今
後
も
ふ
る
さ
と
の
誇
り

と
希
望
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
」
と
話
し
た
。

ま
た
、
北
海
道
か
ら
は
、
苫
前
町

の
ほ
か
、
網
走
管
内
興
部
町
、
十
勝

管
内
上
士
幌
町
が
表
彰
さ
れ
て
い
る
。

平
成
十
九
年
度
全
国
町
村
会

優
良
町
村
表
彰
を
受
賞

横濱会長から表彰状が手渡された。

花
井
秀
昭
さ
ん
が
、
二
月
十
二
日
、

札
幌
市
で
行
わ
れ
た
平
成
十
九
年
度

北
海
道
指
導
農
業
士
の
贈
呈
式
に
出

席
し
、
高
橋
は
る
み
知
事
か
ら
北
海

道
農
業
士
の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
。

二
十
日
、
留
萌
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
西
原
良
一
所
長
、
松
田
聖
子

専
門
普
及
員
と
町
長
室
を
訪
れ
、
受

賞
の
喜
び
を
森
町
長
に
報
告
し
た
。

花
井
さ
ん
は
、
極
め
て
高
い
農
業

経
営
と
町
内
小
学
校
の
農
業
体
験
授

業
の
受
け
入
れ
を
十
五
年
以
上
継
続

し
て
行
い
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
こ
と
な

ど
が
評
価
さ
れ
た
。

花
井
さ
ん
は
「
今
後
と
も
苫
前
町

の
農
業
振
興
に
尽
力
し
た
い
」
と
話

し
、
町
長
と
第
一
次
産
業
の
重
要
性

に
つ
い
て
懇
談
し
て
い
た
。

北
海
道
指
導
農
業
士
の
称
号

花
井
秀
昭
さ
ん
（
字
岩
見
）

２
月
20
日（
水
）北
海
道
農
業
士
認
定
の
報
告
で

町
長
室
を
訪
れ
た
花
井
さ
ん

一
月
二
十
九
日
（
火
）
町
公
民
館

図
書
室
に
、
橋
場
建
設
工
業
株
式
会

社
の
橋
場
三
津
雄
代
表
取
締
役
と
山

田
洽
生
土
木
課
長
が
訪
れ
、
伊
藤
公

民
館
長
と
安
藤
図
書
司
書
に
児
童
図

書
購
入
資
金
と
し
て
、
五
万
円
を
寄

付
し
た
。

こ
れ
は
、
留
萌
土
木
現
業
所
発
注

の
点
滅
式
視
線
誘
導
標
（
通
称：

矢

羽
根
）
の
設
置
工
事
に
伴
う
も
の
で
、

橋
場
代
表
は
「
日
頃
地
域
の
皆
様
に

大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地

域
貢
献
の
一
環
と
し
て
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
優
良
図
書
を
購
入
し
て
下

さ
い
」
と
述
べ
、
伊
藤
館
長
は
「
当

町
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
特
に
子

育
て
支
援
を
重
点
項
目
に
上
げ
て
い

ま
す
。
時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
有
効
に
活
用
し
ま
す
」
と
感

謝
を
述
べ
た
。

橋
場
建
設
工
業（
株
）が

地
域
貢
献

優良図書購入資金を寄贈する、橋場代表と山田土木
課長（手前が伊藤課長と安藤図書司書）
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資器材整備で防火思想の普及を！

1月29日（火）町社会福祉協議会（濱本哲也会長）へ
委託している在宅高齢者介護予防普及事業の「ふれあい
倶楽部」が、とままえ温泉ふわっとホールで行われた。
この日は、港・栄浜・旭親・小川・苫前はまなす各老人
クラブから約30人が参加した。最初に自分の体を知り、
健康づくりのきっかけにしようと「歩く、またぐ、昇っ
て降りる」の日常動作における体力テストが行われた。
敷居や水たまり等を「またぐ」最大一歩幅。バスの乗降
や道路の縁石を昇降する踏台昇降。青信号が点滅するま
でに渡りきる全力歩行などのテストが行われた。参加者
は、「普段の生活で行う行動であるが、意外と難しい」
と感想を述べていた。町社会教育課の下田社会教育主事
は「他人と比べるのではなく、今の自分の状態を知る目
安として下さい」と自分を知る大切さを話した。また、
創作活動として「小箱作り」や町鍵山栄養士による「食
べる」ことについての講話が行われた。参加者は、事業
終了後にはゆったりと温泉につかり、充実した一日を過
ごしていた。

在宅高齢者介護予防普及事業　
ふれあい倶楽部

日常動作の体力テストを行う参加者の皆さん

１月２３日（水）苫前商業高校（眞屋岩男校長）の３
年生２０人が、「地方財政のあらましと議会制度のあらま
し」について学んだ。
これは、当町の「生き活き町出前トーク」を活用して
学習を深めたもので、地方税については、総務財政課税
務係桧森主事が暮らしの中の税を取り上げ、所得税、酒
税・タバコ税、消費税や公共サービス、公共施設などの
税の使われ方などを説明した。
桧森主事は「税金の使い道に関心を持つことも納税者
として重要なことです」と話していた。また、西大志町
議会議員が「議会制度」について説明した。生徒からの
感想は「沢山の税があることがわかった」「納税は法律で
決められているので、就職したら税金を納めようと思っ
た」「議会と町財政は切っても切れないほど重要だという
ことがわかったので、議会や選挙のことを気にしながら
生きて行きたい」などの感想が寄せられていた。

苫前商業高校で出前講座

税金と議会制度を学ぶ
税
金
の
使
い
道
な
ど
を
説
明
す
る
桧
森
主
事



一
月
二
十
五
日
（
金
）
北
海
道
高

等
学
校
長
協
会
商
業
部
会
が
企
画
し

た
「
海
外
派
遣
事
業
」
に
参
加
し
た

苫
前
商
業
高
校
一
年
生
の
笹
森
は
る

ひ
さ
ん
と
網
野
久
美
さ
ん
が
、
お
み

や
げ
を
持
っ
て
役
場
を
訪
れ
、
齊
藤

栄
一
副
町
長
、
竹
内
勝
教
育
長
に
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
短
期
留
学
の
成
果
を

報
告
し
た
。

二
人
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
先
は
、
同

じ
家
庭
と
な
り
、
午
前
中
は
英
語
レ

ッ
ス
ン
、
午
後
は
市
内
見
学
や
買
い

物
な
ど
を
行
っ
た
。
ま
た
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
真
夏
の
ビ
ー
チ
で
交

流
を
深
め
た
と
い
う
。

網
野
さ
ん
は
「
英
語
が
な
か
な
か

上
手
く
通
じ
な
か
っ
た
が
、
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
を
入
れ
な
が
ら
何
と
か
話
し

た
。
相
手
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
は
大
げ

さ
な
ぐ
ら
い
大
き
い
。
積
極
的
に
大

き
な
動
作
を
し
な
け
れ
ば
生
き
て
い

け
な
い
と
思
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ

た
。笹

森
さ
ん
も
「
日
本
人
に
英
語
を

話
す
よ
う
な
感
じ
で
は
通
じ
な
か
っ

た
。
表
現
力
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
た
。

ま
た
、
二
人
と
も
「
す
ば
ら
し
い

体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
お
小

遣
い
を
た
め
て
、
ま
た
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
行
き
た
い
」
と
笑
顔
で
話

し
て
い
た
。

斉
藤
副
町
長
、
竹
内
教
育
長
は

「
こ
の
体
験
を
学
校
で
、
生
徒
全
員

に
報
告
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
こ
の

体
験
を
も
と
に
、
よ
り
一
層
英
語
力

を
身
に
つ
け
、
将
来
に
生
か
し
て
下

さ
い
」
と
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
、

留
学
前
と
留
学
後
の
二
人
の
表
情
の

変
化
と
成
長
ぶ
り
に
驚
き
を
見
せ
て

い
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
短
期
留
学
の
成
果
を
報
告

苫
前
商
業
高
校
の
網
野
さ
ん
と
笹
森
さ
ん
が
笑
顔
で
報
告

現
地
の
写
真
を
見
な
が
ら
、
笑
顔
で
短
期
留
学

の
成
果
を
報
告
す
る
。
網
野
さ
ん
と
笹
森
さ
ん

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
短
期
留
学
の
成
果
を
報
告

広報とままえ　３月号　6頁

町
社
会
福
祉
協
議
会
（
濱
本
哲

也
会
長
）
で
は
、
こ
れ
ま
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録
団
体
等
に
よ
る
協

力
を
得
て
、
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
に
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
初
の

試
み
と
し
て
、「
関
係
団
体
調
整
会

議
」
を
開
催
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
は
「
除
雪
協

力
団
体
の
意
見
交
換
の
場
を
設
置

す
る
こ
と
に
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
意
識
の
高
揚
と
事
業
の
充
実
を

図
る
こ
と
が
で
き
た
。
事
業
終
了

後
に
は
、
反
省
会
議
も
予
定
し
て

い
る
」
と
意
気
込
む
。

二
月
二
日
（
土
）
は
、
古
丹
別

中
学
校
の
野
球
部
員
八
人
と
吹
奏

楽
部
員
七
人
、
板
谷
校
長
、
教
員

三
人
が
高
齢
者
宅
の
除
雪
を
行
っ

た
。八

日
（
金
）
に
は
、
苫
前
商
業

高
校
一
、
二
年
生
五
十
七
人
と
教

員
十
一
人
が
、
町
内
東
団
地
や
北

星
団
地
、
川
沿
い
団
地
の
高
齢
者

宅
の
除
雪
作
業
に
汗
を
流
し
て
い

た
。東

団
地
に
住
む
お
年
寄
り
の
ひ

と
り
は
「
寒
い
中
、
本
当
に
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
」
と
感
謝
の
言

葉
を
か
け
て
い
た
。
ま
た
、
苫
前

中
学
校
の
生
徒
や
萌
州
建
設
苫
前

支
店
、
東
北
建
設
、
橋
場
産
業

（
橋
緑
会
）
も
町
内
全
域
の
除
雪
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
積
極
的
に
協
力
し
、

善
意
の
汗
を
流
し
た
。

2月8日（金）除雪作業に励む苫商生

2月2日（土）除雪作業に励む古中生

苫
前
町
商
工
会
苫
前
商
業
部
会

（
五
十
嵐
勉
部
会
長
）
は
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
、「
エ
コ
バ
ッ
グ
」
第
２
弾

を
製
作
し
た
。

２
弾
目
と
な
る
今
回
は
、
昨
年
の

エ
コ
バ
ッ
グ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
を
踏
ま
え
て
、
縦
五
十
二
セ
ン
チ
、

横
四
十
三
セ
ン
チ
、
奥
行
き
十
四
セ

ン
チ
と
前
回
よ
り
も
ひ
と
ま
わ
り
大

き
く
、
ひ
も
の
長
さ
も
長
く
し
、
普

段
持
ち
歩
く
小
さ
な
バ
ッ
グ
に
も
折

り
た
た
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
工

夫
し
た
。
色
は
、
黒
と
緑
の
二
種
類

あ
り
、
七
百
二
十
枚
製
作
し
た
。

こ
の
エ
コ
バ
ッ
グ
は
、
苫
前
・
古

丹
別
の
各
商
店
等
に
配
布
さ
れ
、
日

頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
お
客
様
に

感
謝
の
意
を
込
め
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
て
い
る
。

エ
コ
バ
ッ
グ
第
２
弾
が
完
成

苫
前
商
業
部
会

苫
前
商
業
部
会
が
製
作
し
た

エ
コ
バ
ッ
グ



一
分
一
秒
を
争
う
心
肺
蘇
生
法
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苫
前
郵
便
局
長
杯

ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

町
交
通
安
全
協
会
と
交
通
安
全
指
導
員
が
合
同
研
修
会
開
催

二
月
二
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十

分
よ
り
、
町
交
通
安
全
協
会
役
員
と

町
交
通
安
全
指
導
員
合
同
研
修
会
が
、

役
場
大
会
議
室
で
、
約
二
十
人
が
参

加
し
て
行
わ
れ
た
。

齊
藤
栄
一
副
町
長
（
町
交
通
安
全

推
進
協
議
会
副
会
長
）
の
あ
い
さ
つ

後
、
講
師
の
北
留
萌
消
防
組
合
消
防

署
古
丹
別
支
署
の
草
薙
救
急
係
長
と

苫
前
支
署
宇
佐
美
警
防
係
長
が
、
応

急
手
当
の
重
要
性
や
心
肺
蘇
生
法
、

止
血
法
な
ど
の
講
話
と
実
技
指
導
を

行
っ
た
。

草
薙
救
急
係
長
は
「
当
町
で
は
年

間
百
二
十
か
ら
百
三
十
件
の
救
急
出

動
が
あ
り
、
昨
年
、
百
八
人
を
病
院

へ
搬
送
し
て
い
る
。
生
存
率
は
時
間

に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
心
肺
蘇
生

法
な
ど
基
礎
的
な
事
を
ひ
と
つ
で
も

多
く
学
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

実
技
で
は
、
基
本
的
な
心
肺
蘇
生

法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
の
使
用
方
法
を
事
故
を
想
定
し

て
実
演
し
た
。

草
薙
救
急
係
長
は
「
現
場
に
直
面

し
た
場
合
は
、
不
安
も
あ
る
と
思
う

が
、
勇
気
を
持
っ
て
実
践
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

「
交
通
安
全
講
話
」
で
は
、

藤
田
利
文
羽
幌
警
察
署
苫
前
駐

在
所
長
が
、
平
成
十
九
年
の
北

海
道
に
お
け
る
交
通
事
故
の
概

要
や
実
際
に
取
り
扱
っ
た
交
通

死
亡
事
故
二
件
を
取
り
上
げ
て
、

交
通
事
故
の
悲
惨
さ
を
訴
え
た
。

ま
た
、
寺
田
信
羽
幌
警
察
署

警
備
係
長
よ
り
、
北
海
道
サ
ミ

ッ
ト
開
催
時
に
は
全
道
か
ら
洞

爺
湖
周
辺
等
に
警
察
官
を
動
員

す
る
た
め
、
町
内
の
治
安
維
持

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
が
欠
か

せ
な
い
旨
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

一
分
一
秒
を
争
う
心
肺
蘇
生
法

熱戦が繰り広げられたミニバレー

鬼を退治した園児の皆さん

心肺蘇生を行う参加者

二
月
一
日
（
金
）
苫
前
保
育
園

（
打
田
美
智
子
園
長
）
古
丹
別
保
育
所

（
川
森
の
り
子
所
長
）
で
、「
豆
ま
き
」

が
行
わ
れ
た
。
苫
前
保
育
園
ホ
ー
ル

で
は
、
園
児
約
五
十
人
で
元
気
い
っ

ぱ
い
に
「
豆
ま
き
の
う
た
」
を
歌
い
、

鬼
退
治
に
備
え
た
。
そ
こ
へ
太
鼓
の

音
と
と
も
に
赤
鬼
と
青
鬼
が
登
場
。

３
歳
、
４
歳
児
な
ど
の
小
さ
な
子
ど

も
た
ち
は
、
す
ぐ
に
泣
き
出
し
て
し

ま
っ
た
り
、
先
生
の
後
ろ
に
隠
れ
た

り
、
叫
ん
だ
り
と
大
騒
ぎ
と
な
っ
た

が
、
小
さ
な
手
い
っ
ぱ
い
握
っ
た
豆

を
「
鬼
は
外
」
と
大
き
な
声
で
鬼
に

向
か
っ
て
投
げ
、
な
ん
と
か
鬼
を
倒

し
た
。
鬼
に
扮
し
た
の
は
、
消
防
苫

前
支
署
の
二
人
の
職
員
で
、
豆
ま
き

終
了
後
に
は
、
火
遊
び
防
止
な
ど
を

呼
び
か
け
て
い
た
。

豆
ま
き
で
鬼
退
治

作品名スプーンの虫を発表する高田健寛くん（1年：左）

一
月
二
十
五
日
（
金
）
苫
前
小
学

校
（
中
井
清
校
長
）
体
育
館
で
「
全

校
冬
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
発
表
会
」
が

行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、
児
童
が
冬
休
み
中
に
作

っ
た
自
由
工
作
や
研
究
な
ど
発
表
す

る
も
の
で
、
各
学
年
よ
り
二
人
の
計

十
二
人
が
各
自
の
作
品
に
つ
い
て
取

り
組
も
う
と
し
た
き
っ
か
け
や
難
し

か
っ
た
こ
と
な
ど
を
全
校
生
徒
、
先

生
、
父
母
ら
が
見
守
る
な
か
発
表
し

た
。
ク
イ
ズ
や
手
品
を
披
露
す
る
児

童
も
お
り
、
注
目
を
浴
び
て
い
た
。

最
後
に
里
見
清
孝
教
頭
よ
り
「
冬

休
み
中
に
、
み
ん
な
良
く
が
ん
ば
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
今
度
は
、

使
っ
た
材
料
や
調
べ
た
本
な
ど
を
発

表
に
入
れ
る
工
夫
を
し
て
み
て
下
さ

い
」
と
講
評
し
た
。

全
校
冬
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
発
表
会

苫
前
小
学
校

二
月
十
日
（
日
）
午
前
九
時
か
ら
町

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、
苫
前
ミ
ニ
バ

レ
ー
愛
好
会
主
催
の
苫
前
郵
便
局
長
杯

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
た
。

チ
ー
ム
編
成
条
件
は
、
一
チ
ー
ム
四
人

の
内
、
女
性
二
人
以
上
を
含
む
こt

と
。

こ
の
日
は
、
十
四
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

七
チ
ー
ム
の
二
ブ
ロ
ッ
ク
総
当
た
り
で

予
選
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
上
位
四
チ

ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
と
進
ん

だ
。決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、「
チ
ー
ム

三
平
Ｏ
組
」
が
昨
年
の
優
勝
チ
ー
ム

「
ホ
ワ
イ
ト
エ
ナ
メ
ル
ズ
Ａ
」
を
破
っ
て

決
勝
へ
進
出
し
た
が
、
若
さ
に
勝
る

「
チ
ー
ム
野
村
」（
野
村
昌
博
、
古
林
佑

介
、
逢
坂
舞
、
逢
坂
さ
ゆ
り
）
が
大
会

を
制
し
た
。
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１月２２日（火）午後１時３０分
より「苫前町ＪＡ女性部セミナー」
（上田江美子部長）が、町公民館で行
われた。
食品加工班やものづくり班、運動
班の３班に分かれ、２月下旬まで数
回行なわれる。今年は、女性部員が
それぞれ学びたい班で好きな学習を
行うシステム。
運動班の１２人は、健康づくりの
維持、増進を掲げ、社会教育課下田
社会教育主事の指導のもと、ストレ
ッチやバランスボールを使った体操
に挑戦した。
下田社会教育主事は「生活習慣病
の対策として、血液の循環を良くす
ることが大切」と話し、バランスボ
ールエクササイズの基本指導を行っ
た。
参加者は、全員自前のピンクのバ
ランスボールを持参し、快適な汗を
流していた。

一
月
二
十
二
日
（
火
）
午
後
一
時

よ
り
、
町
家
庭
教
育
推
進
協
議
会
の

第
一
回
目
の
「
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
養
成
し
、
子
育
て
の
支
援
体
制
を

整
備
し
な
が
ら
支
援
者
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
ね

ら
い
で
、
全
三
回
の
講
座
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

あ
い
さ
つ
で
、
伊
藤
通
康
社
会
教

育
課
長
は
、
宮
沢
賢
治
の
「
雨
ニ
モ

マ
ケ
ズ
」
現
代
っ
子
バ
ー
ジ
ョ
ン
を

引
用
し
、
家
庭
教
育
の
重
要
性
に
つ

い
て
述
べ
た
。

当
日
は
五
人
の
参
加
者
が
集
ま
り
、

平
井
裕
美
係
長
よ
り
、「
町
の
子
育
て

支
援
事
業
」
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

っ
た
。
平
井
係
長
は
参
加
者
に
「
自

分
が
で
き
る
こ
と
を
、
で
き
る
と
き

に
、
楽
し
み
な
が
ら
、
無
理
せ
ず
に

子
育
て
支
援
を
行
う
こ
と
が
大
切
。

各
自
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
支

援
体
制
を
整
備
し
た
い
」
と
話
し
た
。

研
修
Ⅱ
で
は
、
桧
森
町
保
健
師
よ

り
「
子
ど
も
の
か
ら
だ
の
発
育
と
発

達
」
に
つ
い
て
の
講
話
が
あ
り
、「
成

長
を
焦
ら
ず
、
急
が
ず
に
子
ど
も
の

発
達
を
見
守
り
な
が
ら
育
て
る
こ
と

が
大
切
」
と
話
し
て
い
た
。
研
修
Ⅲ

で
は
、
森
社
会
教
育
係
長
よ
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
「
子
育
て
の

楽
し
い
と
こ
ろ
、
大
変
な
と
こ
ろ
」

に
つ
い
て
、
参
加
者
が
付
せ
ん
な
ど

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を

活
用
し
な
が
ら
楽
し
い
研
修
が
行
わ

れ
て
い
た
。

雨
に
も
あ
て
ず
　
風
に
も
あ
て
ず

雪
に
も
　
夏
の
暑
さ
に
も
あ
て
ず
…

い
つ
も
不
満
を
言
っ
て
い
る
…

そ
う
い
う
現
代
っ
子
に
誰
が
し
た

苫
前
町
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

子育て支援体制について学習する受講者の皆さん

バランスボールエクササイズ

２月８日（金）町公民館が主催し
ている各種成人講座のひとつとして
「ベコもち」作りが行われた。
大矢根勝代さん（町女性団体連絡
協議会長）と青木敏子さんが講師を
務めた。参加者約２０人は、４人ご
とに各調理台に向かい、事前に仕込
んであった餅粉を一人ひとり順番に
練っていた。
参加者の一人は「練る作業は、力
が必要で、交代で行わなければ大変
でした」と疲れ気味。それでも、町
特産品としてJA女性部が考案した
「くまだんご」が出来上がると笑顔を
見せていた。
「くまだんご」は、JA女性部が

「凧上げ大会」に出店し、販売してい
る人気商品のひとつで、毎年、１０
０キロ以上の「くまだんご」があっ
という間に売切れとなっている。

ベコもちづくりに挑戦　　

２月４日（月）４年連続となる
「とままえ寄席」が行われた。これま
では、町公民館の和室を会場に開か
れていたが、今年は公民館講堂のス
テージ上の上手に高座を配置し、ス
テージ上に約１００席のパイプ椅子
が用意された。高座では、柳家さん
喬師匠が「長短」「禁酒番屋」「芝浜」
を話し、客席は泣き笑いの渦となり、
柳家小菊師匠が寄席にはなくてはな
らないといわれる三味線の音色を響
かせていた。来場者の一人は「普段
ステージに上がることはないので、
何か神秘的な新鮮さを感じました。」
と感想を述べていた。来場した約１
００人は、２時間３０分の落語美学
を心ゆくまで堪能していた。

とままえ寄席
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～あなたの学びたいを応援します～ でんわ ６５－４０７６
e-mail shakaikyoiku@town.tomamae.lg.jp苫前町公民館ご相談・お問い合わせは

スポーツ安全保険は、スポーツ活動、文化活動、ボランティア活動、地域活動などを行う
子どもや大人を対象とする保険です。

★３月１日より加入受付を行っております。
保険期間：平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日

※４月１日以降の申し込みは翌日から有効
加入区分：子ども（中学生以下、団体活動のみ） ５００円

子どもワイド（個人活動も対象） １，０５０円
大人のスポーツ活動　　　　　　　１，５００円
大人（文化・地域活動） ５００円
老人クラブ等（６０歳以上） ８００円

◇上記金額の他に、振込手数料を負担していただきます。
・保険料の振込金額が３０，０００円未満の場合 １２０円
・保険料の振込金額が３０，０００円以上の場合　３３０円　
苫前町公民館及び苫前町福祉センターで受付しております。

スポーツ安全保険のお知らせ（平成20年度分）

図書室サポーター募集！
町の子ども達に本の楽しさを伝える活動をしていただける方を募集しています。
現在は読み聞かせや工作・料理教室、布のおもちゃ作りなど、サポーターの得意分野を活かし　
た活動を行っています。
★おもなイベント★
『本とあそぼう』小さいお子さんと保護者を対象に読み聞かせなどをしています。
『本を利用してやってみよう』小学生を対象に本を利用して工作や料理教室をしています。
『布のおもちゃ作り』 布のおもちゃやエプロンシアター、紙芝居用バック作りをしています。

◎興味のある方は気軽に連絡下さい
公民館図書室　(電話６5-4076)【開館時間：午前10時～午後５時】
【休館日：月曜日（祝日の場合は開館）】

公民館図書室からのお知らせ

５月１日オープンより観覧料が次のとおり改正されました。町内の方は従来の約半額となります
ので、たくさんの皆様のお越しをお待ちしております。

※小学校就学前の者は無料
開館期間　5月1日から10月31日
開館時間　10:00～17:00（16:30までに入館下さい。）
休 館 日　毎週月曜日

※1 ただし月曜が祝日の場合は開館し、翌日を休館とします。
※2 夏休み期間中は、休館日はありません。

苫前町資料館の観覧料が改正されました

区　　分 小・中学生 高校生・一般

個
人

町　内

町　外

団　体

５０円

１００円

1人につき個人料金の該当する区分の3割引
とする。(10円未満切り捨て）

１００円

３００円
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「
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
が

す
べ
て
の
は
じ
ま
り
」

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
と
は
、
肝

臓
や
腸
な
ど
の
内
臓
の
ま
わ
り
に
脂

肪
が
た
ま
り
す
ぎ
た
状
態
に
加
え
、

高
血
糖
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
の
う

ち
二
つ
が
加
わ
っ
た
状
態
を
い
い
ま

す
。
た
ま
り
す
ぎ
た
内
臓
脂
肪
は
、

放
置
し
て
お
く
と
か
ら
だ
に
さ
ま
ざ

ま
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

最
近
、
お
腹
周
り
が
気
に
な
る
と

い
う
方
、
早
速
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症

候
群
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
し
ょ

う
！
該
当
し
た
方
は
、「
運
動
不
足
」

や
「
過
食
」
と
い
う
生
活
習
慣
を
改

め
て
、
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
生
活
を

は
じ
め
ま
し
ょ
う
！

「
平
成
十
九
年
度
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業

〜
か
ら
だ
す
っ
き
り
し
ま
専
科
〜
途
中
経
過
報
告
」

町
で
は
、
昨
年
の
十
一
月
か
ら
お
腹
の
周
り
や
糖

尿
病
・
高
血
圧
な
ど
生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
国
民

健
康
保
険
加
入
者
を
対
象
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候

群
予
防
教
室
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

教
室
で
は
、
目
標
体
重
か
ら
算
出
さ
れ
た
適
正
量

と
普
段
、
自
宅
で
食
べ
て
い
る
御
飯
量
を
比
較
し
た

り
、
簡
単
に
実
践
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ス
ト
レ

ッ
チ
を
行
い
、
生
活
改
善
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

三
月
四
日
に
閉
校
式
を
迎
え
る
参
加
者
の
頑
張
り

や
成
果
を
町
民
の
皆
様
に
ご
報
告
致
し
ま
す
。

お
腹
周
り
が
気
に
な
る
方
や
い
つ
ま
で
も
ハ
ツ
ラ
ツ

と
元
気
で
い
た
い
方
、
参
考
に
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

Dr.小野の処方せん 

生活習慣病の基本

健診の目的は個人の健康度の評価、改

善と国の医療費の抑制であると言う。感

染症、腫瘍などは直接、根本的治療に直

結する事が多いが、機能障害（橋本病な

ど）・変性疾患・生活習慣病などは治癒

ではなく、その管理が目標となる。生活

習慣病の目指すところは動脈硬化性疾患

（虚血性心疾患・脳血管障害・閉塞性動脈

硬化症など）の予防、伸展防止である。

メタボリックシンドロームとは肥満に高

血圧、高脂血症、高血糖を合併したもの

を指すが、その対策には食事療法と運動

療法を基本としている。食生活について

は動物性脂肪のとり過ぎは肥満、インス

リン抵抗性に結びつく。青身魚などに多

く含まれるエイコサペンタエン酸（EPA）

は血液をさらさらにしたり、LDL-C・中

性脂肪を下げる働きがある。（特にイワシ、

サバ、ハマチ、マグロ、サンマなど）そ

の他アルコールは日本酒で1日1合以下、

あまいものは控え目に、塩分は1日6g以

下を目安にすると良い。運動療法として

ウォーキングや軽いジョギングなど内臓

脂肪を減らすのに有効で、高血圧や低

HDL-Cに対しても有効です。

医療法人社団
オロロン会　苫前クリニック

理事長　小野　哲郎　　1 64－9070

○血中の中性脂肪値が上がる
○血圧があがる
○血糖値が上がる
○動脈硬化が進行する
→脳卒中・心筋梗塞・糖尿病
の合併症を発症！

内臓脂肪型肥満
腹囲

男性：85cm以上
女性：90cm以上

脂質異常
中性脂肪値
150mg/dl以上

HDLコレステ
ロール値
40mg/dl未満

の両方又は
いずれか

高血圧
収縮期（最高）
130mmHg以上

拡張期（最低）
85mmHg以上

の両方又は
いずれか

高血糖
空腹時血糖値
100mg/dl以上

内臓脂肪が
たまりすぎると

内臓脂肪型肥満
プラス下記の2つ
以上の項目が
当てはまると

+

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署�64-2321
〃　　　　古丹別支署�65-4119

救急出動状況
平成19年（1月1日～12月31日現在）

○出動件数　112件　○搬送人員　108人

医療機関名

苫前厚生病院

道立羽幌病院

留萌市立総合病院

留萌セントラルクリニック

旭川道北病院

計

※事故種別内訳
急病：14人　一般負傷：2人

人　数 備　考

16人 14.8％

65人

22人

4人

1人

108人

60.2％

20.4％

3.7％

0.9％

100.0％

事故種別

交通事故

労働災害

一般負傷

自損行為

急　　病

転院搬送

計

人　数

11人

2人

16人

2人

58人

17人

122人

【搬送人員事故種別内訳】 【収容先医療機関別人員内訳】

【苫前厚生病院からの転院搬送内訳】

留萌市立総合病院
道立羽幌病院
留萌セントラルクリニック
旭川道北病院

計

5人
6人
4人
1人

16人

【苫前厚生病院からの転送内訳】

急　　病：留萌市立総合病院
道立羽幌病院

一般負傷：留萌市立総合病院
労働災害：留萌市立総合病院

計

3人
1人
1人
1人

6人

【苫前クリニックからの転院搬送内訳】

道立羽幌病院

計

1人

1人
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つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

国民健康保険税の算定方法の変更
平成20年4月から新たに創設される後期高齢者医療制度に伴い、国民健康保険税の算定方法が改正されます。
これまでの国民健康保険税は医療保険分、介護保険分を合算した額でしたが、新たに後期高齢者支援分が加わります。
これは、後期高齢者（75歳以上の方）の医療費の一部を74歳以下の方で支援するものです。
なお、税率等詳細が決まりましたら、改めてお知らせいたします。

〔現在の特別徴収〕
○現在、介護保険料について実施
対象者：65歳以上の第一号被保険者であって、年額18万円以上の年金を受給している方。

〔平成20年4月以降〕
（国民健康保険）
○国民健康保険加入世帯の世帯主の方から、介護保険料と国民健康保険税をあわせて特別徴収します。
対象者：世帯内の国保被保険者全員が65歳以上75歳未満の世帯の世帯主(擬主世帯主を除く※1)であって、年額

18万円以上の年金を受給している方。
ただし、介護保険料と国民健康保険税の合算額が年金受給額の1／2を超える場合は、国民健康保険税
を特別徴収しません（介護保険料は引き続き特別徴収されます。）。（※2）
また、国民健康保険組合の組合員も対象になりません。

（後期高齢者医療）
○介護保険料と後期高齢者医療の保険料をあわせて特別徴収します。
対象者：年額18万円以上の年金を受給している方。

ただし、介護保険料と後期高齢者医療の保険料との合算額が年金受給額の1／2を超える場合は、保険
料を特別徴収しません（介護保険料は引き続き特別徴収されます。）。（※2）

※１　擬主世帯主とは、当該世帯において、世帯主が国保以外の健康保険等加入していて、世帯員が国保加入している場合の世帯主のこ
とを指します。

※２　１／２判定は介護・国保保険料の合算額と特別徴収の対象となる年金（複数の年金を受給している場合はいずれか１種類、老齢基
礎年金が最優先されます。）の年額をそれぞれ年金支払回数で除して得た金額で比較します。

国民健康保険税・後期高齢者医療保険料の特別徴収について
国保加入世帯の世帯主又は後期高齢者医療の加入者が一定額(年額18万円)以上の年金を受給する場合は、原則と
して平成20年4月から国民健康保険税又は後期高齢者医療制度の保険料の特別徴収（いわゆる天引き）を行います。
また、特別徴収の対象とならない世帯については、これまでどおり口座振替や銀行振込等により納めていただく
ことになります。口座振替の場合には別途手続きが必要になります。

※賦課限度額は、現在の時点で国より示されて
いるとおりです。

お問い合わせ先　　苫前町役場総務財政課税務係　電話６４-２２１３（内線２１５）

従　来

基礎賦課額（医療費や老人保健医療費拠出金に
充てるための保険料）

賦課限度額：56万円

介護納付金賦課額（40歳から64歳までの被保険
者に係る介護保険料）

賦課限度額：９万円

合計65万円

平成20年4月から

基礎賦課額
（医療費に充てるための保険料）
賦課限度額：47万円（予定）

介護納付金賦課額（40歳から64歳までの被保険
者に係る介護保険料）

賦課限度額：９万円（予定）

後期高齢者支援金賦課額（新規）
（従来の老人保健健医療費拠出金に代わるものです。）

賦課限度額：12万円（予定）

合計68万円
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平成19年分の所得税の確定申告の受付は３月17
日（月）、消費税及び地方消費税（個人事業者）の
確定申告の受付は３月31日（月）までです。
期限間近になりますと、税務署は大変混雑しま

すので、確定申告書は「前年の申告書控え」や
「確定申告の手引き」を参考にご自分で作成し、お
早めに提出してください。
なお、e-Taxなら、インターネットができるパソ

コンがあれば、税務署に出かけることなく、所得
税などの申告を自宅から行うことができます。
確定申告書は、国税庁ホームページ

【http://www.nta.go.jp】の「確定申告書等作成コー
ナー」でも作成することができます。
作成した確定申告書は、送付により提出できま

す。
なお、税務署の申告会場にお越しの際には、印

鑑、「前年の申告書控え」及び確定申告に必要な書
類をご持参ください。
詳しくは、最寄りの税務署へお尋ねください。

高校や大学、専門学校などに入学、在学されるお子様の保護者の方
で、世帯の年収が990万円（事業所得者については770万円）以内の
方は、国民生活金融公庫の『国の教育ローン』をご利用いただけます。

◆制度の板要
１　ご融資限度額　学生・生徒お一人につき200万円
２　ご返済期間　　10年以内
３　掘置期間　　　在学期間以内で、元金のお支払いの据置ができ

ます。
４　利　率　　　　年2.20％（平成20年2月12日現在）
５　ご返済方法　　毎月元利均等返済（ボーナス月増額返済もでき

ます。）
６　保　証　　　　（財）教育資金融資保証基金の保証

または連帯保証人1名以上

なお、詳しくは国民生活金融公庫旭川支店（旭川市4条通9丁目
電話0166-23-5241融資相談係）までお気軽にこ相談ください．

住まいる
ス マ イ ル

情報
I n f o r m a t i o n
住まいる
ス マ イ ル

情報

申告書は自分で書いてお早めに！

平成20年度予備自衛官補募集

●応募資格
一般公募：18歳以上34歳未満の者
技能公募：衛生・語学・整備・情報処理・通

信・電気・建設の国家免許資格等
を有する者
（細部はお問い合わせください）

●締め切り：平成20年4月14日（月）
●試験期日：平成20年4月19日（土）・20日.（日）・

21日（月）のいずれか1日
●試験種目：筆記試験、口述試験、適性検査、

身体検査
●問い合わせ先
○各市町村自衛官募集担当者
○自衛隊旭川地方連絡部留萌募集事務所
0164-42－4650

受験資格 １昭和54年4月2日～昭和62年4月1日生まれの者
２昭和62年4月2日以降生まれの者で次に掲げる者
（１）大学を卒業した者及び平成21年3月までに大

学を卒業する見込みの者
（２）人事院が（1）に掲げる者と同等の資格がある

と認める者
試験の区分 労働基準監督官A（法文系）約75名

労働基準監督官B（理工系）約25名
試験日捏等 受付期間　4月 1日（火）～4月14日（月）

第１次試験　6月15日（日）
第２次試験　7月29日（火）・30日（水）

※　受験申込書・受験案内等については留萌労働基準監督署
（0164-42-0463）に問い合わせ願います。

自衛官としての経験がなくても予備自衛官に
なれる予備自衛官補募集中！

平成20年度労働基準監督官採用試験
（大学卒業程度）

国民年金保険料の納め忘れが続くと、老後に受ける老齢基礎
年金が減額されたり、最悪の場合、受け取ることができなくな
ります。
また、万が一病気やケガで障害になったときの障害基礎年金
や、一家の働き手が家族を残して亡くなった場合の遺族基礎年
金が受けられない場合もあります。
社会保険庁から送付されている納付書をお確かめのうえ、納
め忘れがあった場合は大至急お近くの銀行・郵便局・コンビニ
などで納付してください。

国民年金保険料を納め忘れていませんか？

「国の教育ローン」のご案内
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2009年1月
上場会社の株券が電子化されます!!

●株券電子化により、上場会社の株券は無効となり、
株主の権利は証券会社などの金融機関の口座で電
子的に管理されます。

●お手元の株券が本人名義になっていない場合は、
電子化により株主としての権利を失うおそれがあ
りますので、株券電子化の実施前までに名義書換
が必要です。

電子化に関するお問い合わせは下記まで。

日本証券業協会　証券決済制度改革堆進センター
03-3667-4500（平日9:00～17:00）
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５
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亡
日

３
月
は
、
冬
型
の
気
圧

配
置
も
長
続
き
し
な
く
な

り
春
の
訪
れ
を
実
感
で
き

る
日
も
あ
り
ま
す
が
、
日

本
海
で
低
気
圧
が
急
速
に

発
達
し
た
後
に
冬
型
の
気
圧
配
置
が

強
ま
っ
て
真
冬
に
逆
戻
り
し
、
海
や

山
は
大
荒
れ
と
な
り
日
本
海
側
を
中

心
に
大
雪
と
な
る
こ
と
も
あ
り
注
意

が
必
要
で
す
。

今
月
の
気
象
台
一
口
メ
モ
は
、「
黄

砂
」
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

黄
砂
は
、
春
先
に
多
く
観
測
さ
れ

る
こ
と
か
ら
「
春
の
訪
れ
」
を
象
徴

す
る
も
の
と
し
て
報
道
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
あ
ま
り
あ
り
が
た

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

黄
砂
は
、
主
に
大
陸
の
乾
燥
地
帯

や
黄
土
地
帯
の
地
表
面
の
砂
じ
ん

○一人乗り小型漁船での船外転落事故が多発している
ことから、船舶職員及び小型船舶操縦者法施行規則
が改正され、平成20年4月1日から、携帯電話等連
絡手段の確保の有無にかかわらず、航行中かつ漁ろ
う中の小型漁船に１人で乗船される方には、ライフ
ジャケットの着用が義務付けとなります。

○これに違反した場合、6ヶ月以内の免許停止等の処
分の対象となり、再教育講習を受講していただくこ
とになります。

○不慮の事故に備え、漁ろう中に限らず日頃からライ
フジャケットの着用を心がけてください。

国土交通省海事局ライフジャケットトップページ
http://www.mlit.go.jp/maritime/lifejacket/index.html

お問い合わせ先
北海道運輸局船員労働環境・海技資格課
電話0134-27-7189

（
微
細
な
砂
粒
）
が
強
風
に
よ
っ
て
大

量
に
舞
い
上
が
り
、
上
空
の
西
風
に

よ
っ
て
、
日
本
、
中
国
、
朝
鮮
半
島

な
ど
の
広
い
範
囲
に
拡
散
し
、
ゆ
っ

く
り
と
降
下
す
る
現
象
で
す
。
大
陸

に
近
い
西
日
本
や
日
本
海
側
を
中
心

に
３
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
観
測
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
こ
の
時
期
、

黄
砂
の
発
生
源
と
な
っ
て
い
る
地
域

で
は
、
雪
が
消
え
て
地
面
が
乾
燥
し

植
物
も
生
え
て
い
な
い
こ
と
や
、
強

い
風
を
吹
か
せ
る
低
気
圧
な
ど
が
多

く
通
る
こ
と
な
ど
、
砂
じ
ん
が
舞
い

上
が
り
や
す
い
条
件
が
揃
っ
て
い
る

た
め
と
い
え
ま
す
。

旭
川
や
留
萌
で
は
２
０
０
５
年
４

月
以
来
、
黄
砂
は
観
測
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
２
０
０
２
年
に
は
旭
川
で

９
日
（
３
、
４
月
で
８
日
）、
留
萌
で

６
日
（
３
、
４
月
で
５
日
）
も
観
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

黄
砂
が
飛
来
す
る
と
、
周
り
の
景

色
や
空
が
黄
色
っ
ぽ
く
か
す
み
見
通

し
が
悪
く
な
っ
た
り
太
陽
が
赤
く
見

え
た
り
し
ま
す
。
黄
砂
の
影
響
と
し

て
は
車
や
衣
服
な
ど
に
つ
い
て
汚
れ

る
、
見
通
し
が
悪
く
な
る
な
ど
あ
り

ま
す
が
、
量
が
多
い
と
航
空
機
の
運

航
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
稀
に
あ

り
ま
す
。

気
象
台
で
は
、
交
通
機
関
や
日
常

生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う

な
黄
砂
を
観
測
し
た
り
、
予
想
し
た

と
き
に
は
「
黄
砂
に
関
す
る
気
象
情

報
」
を
発
表
し
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
黄
砂
情
報
」
を
み

る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

※
旭
川
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方
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ホ
ー
ム
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ー
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ド
レ
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l
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〇
一
六
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三
二-

七
一
０
二

気
象
台
一
口
メ
モ

「
黄
砂
に
つ
い
て
」
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へ
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へ

○
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高
　
木
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布
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・
雑
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会
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旭
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苫
前
町
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島
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○
ハ
ラ
ダ
工
業
（
株
）
苫
前
支
店
長

滝
本
和
浩
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

凧
あ
げ
大
会
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
感
謝
し
ま
す

平成20年4月1日から
一人乗り小型漁船のライフジャケット
の着用が義務付けとなります。

苫前町の交通事故情報
平成20年１月末現在

交通事故死ゼロ日数は

1月31日現在で199日

発生件数

３件

死者数

０人

負傷者数

３人

風力発電の売電状況
（ 町営風来望３基分 ）

19年度の実績 51,724,300円

平成20年1月分の実績
・供給電力量　535,060kWh 

6,713,665円
（昨年実績 3,723,345円）

古
川
　
悠
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／
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子
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３
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／
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先
日
、
あ
る
番
組
で
「
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
私
生
活
の
調

和
）」
を
取
り
上
げ
て
い
た
▽
あ
る

Ｉ
Ｔ
企
業
が
生
き
残
り
を
か
け
る
た

め
に
、
職
員
の
残
業
が
増
え
て
い
る

と
い
う
。
有
給
休
暇
や
育
児
休
暇
、

介
護
休
暇
な
ど
の
制
度
は
整
っ
て
は

い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い

な
い
。
毎
日
９
時
に
出
社
し
、
午
後

９
、
10
時
の
退
社
が
当
た
り
前
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
。
ス
ト
レ
ス
も
溜

ま
り
心
の
病
に
陥
る
こ
と
も
少
な
く

な
い
▽
人
間
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

使
わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
!?
家

族
の
理
解
が
な
け
れ
ば
、
ス
ト
レ
ス

が
増
し
、
家
庭
崩
壊
等
の
悪
循
環
を

招
く
可
能
性
も
強
い
▽
亭
主
元
気
で

留
守
が
い
い
」
と
言
っ
た
時
代
も
あ

っ
た
。
日
本
社
会
で
は
、
終
身
雇
用

と
い
う
安
定
の
代
わ
り
に
、
会
社
に

尽
く
す
こ
と
が
美
徳
と
い
う
暗
黙
の

了
解
が
未
だ
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
▽
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」

の
定
義
は
、
特
に
定
ま
っ
て
い
な
い

ら
し
い
が
、
仕
事
と
私
生
活
を
う
ま

く
調
和
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人

と
企
業
に
相
乗
効
果
が
発
生
し
、
好

循
環
が
生
ま
れ
る
と
い
う
▽
激
化
す

る
競
走
時
代
の
雇
い
主
側
か
ら
の
発

想
転
換
と
も
言
わ
れ
る
考
え
方
で
あ

る
と
い
う
。
企
業
が
競
争
に
勝
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
必
要
な
考
え
方
で

も
あ
る
▽
学
生
時
代
部
活
で
「
練
習

の
た
め
の
、
練
習
を
す
る
な
」
と
言

わ
れ
た
が
、
今
は
、「
仕
事
の
た
め

の
仕
事
」
…
か
も
し
れ
な
い
。

編

集

雑

記

帳

古丹別小学校児童の作品

『版画』

大きな船を空の上
で浮かばせて、自
分の想像したこと
を表すことができ
ました。

5年

土田　将人くん

『版画』

日頃の教室の様子
を、なんだかなつ
かしくなるような
雰囲気で表すこと
ができました。

5年

田口　萌乃さん

『きらきら
もようの楽器』

中にリングプルやお
り紙やビーズを入れ
て、外側には四角い
形にビニールテープ
を切ってはりました。

1年

齊藤　はなさん

『二つのすず』

ジュースのかんと
コップをくっつけ
て作りました。も
ようをつけるのが
楽しかったです。

1年

江島　尚希くん

『アルミ缶の
チャチャチャ』

手に持って、思いき
りふると、チャラチ
ャラしたいい音がし
ます。歌を歌う時に
鳴らすと楽しいです。

1年

田口凌太郎くん

『たこやき星人』

エイリアンをうま
く切るところがむ
ずかしかったです。

3年

前川　幹也くん

『版画』

恐竜2匹と山の遠
近感がとてもバラ
ンス良く表せまし
た。 5年

鈴木　章太くん

『海の世界』

巨大な魚を作ると
ころがむずかしか
ったです。

3年

伊藤　充洋くん

『きょう竜の世界』

きょう竜の首をま
げて切るのとたま
ごをまるく作るの
が、むずかしかっ
たです。

3年

鴨田　栞里さん

ちびっこギャラリー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ちびっこギャラリーちびっこギャラリー


